
毎
年
６
月
に
入
る
と
、
普
段
静
か
な
霞
が
関
の
合
同
庁
舎
４
号
館
の

５
階
は
、
に
わ
か
に
慌
た
だ
し
く
な
る
。「
骨
太
の
方
針
」
の
案
文
を
詰

め
る
た
め
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
（
以
下
、
諮
問
会
議
）
の
事
務
局
を

務
め
る
内
閣
府
と
各
府
省
と
の
調
整
が
始
ま
る
か
ら
だ
。

橋
本
行
革
の
柱
の
一
つ
、「
内
閣
機
能
強
化
」
の
目
玉
で
あ
っ
た
諮
問

会
議
も
、
す
っ
か
り
霞
が
関
の
政
策
決
定
過
程
に
定
着
し
て
き
た
。
諮

問
会
議
が
２
０
０
１
年
に
内
閣
府
に
設
置
さ
れ
た
後
、
同
年
６
月
に
構

造
改
革
の
基
点
と
な
る
「
骨
太
の
方
針
」
が
決
定
さ
れ
た
。
９
月
に
は

「
改
革
工
程
表
」、
１２
月
に
は
「
予
算
編
成
の
基
本
方
針
」、
そ
し
て
、
翌

０２
年
１
月
に
は
中
期
展
望
と
し
て
の
「
改
革
と
展
望
」
が
出
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
夏
に
は
「
予
算
の
全
体
像
」
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

現
在
で
は
、
骨
太
の
方
針
↓
予
算
の
全
体
像
↓
予
算
編
成
の
基
本
方
針

↓
改
革
と
展
望
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
間
、
４
人
の
民
間
議
員
が
ペ
ー
パ
ー
を
諮
問
会
議
に
提
出
し
、

関
係
閣
僚
を
諮
問
会
議
に
招
い
て
議
論
を
深
め
て
い
く
。
取
り
ま
と
め

役
の
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
が
、
合
意
点
を
確
認
し
な
が
ら
、
時
と

し
て
、
首
相
の
指
示
も
そ
の
場
で
出
さ
れ
、
構
造
改
革
が
進
展
し
て
き

た
。
諮
問
会
議
の
直
後
に
は
経
済
財
政
相
が
記
者
会
見
を
し
、
会
議
の

内
容
を
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
す
る
と
と
も
に
、
３
日
後
に
は
議
事
録
の
要

旨
が
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
。
し
か
も
、
４
年
経
つ

と
原
則
と
し
て
議
事
録
全
文
が
公
表
さ
れ
、
発
言
者
ま
で
特
定
で
き
る

と
い
う
完
全
な
情
報
公
開
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
予
算
編
成
は
、
査
定
当
局
で
あ
る
財
務
省
主
計
局
と
各
予

算
要
求
官
庁
及
び
与
党
の
各
部
会
の
間
で
の
折
衝
が
中
心
だ
っ
た
。
夏

の
シ
ー
リ
ン
グ
決
定
や
概
算
予
算
要
求
の
際
、
ま
た
１２
月
に
入
っ
て
予

算
折
衝
が
佳
境
に
入
っ
て
く
る
と
、
メ
デ
ィ
ア
で
各
種
報
道
が
な
さ
れ

る
が
、
水
面
下
で
の
折
衝
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
ず
、
国
民
に

は
何
が
論
点
な
の
か
、
実
に
わ
か
り
に
く
い
状
況
だ
っ
た
。

諮
問
会
議
が
で
き
て
か
ら
は
、
重
要
な
政
策
マ
タ
ー
に
関
し
て
、
分

析
や
提
案
を
要
領
よ
く
ま
と
め
た
「
民
間
議
員
ペ
ー
パ
ー
」
と
、
そ
の

提
案
に
基
づ
く
閣
僚
間
の
議
論
が
、
ほ
と
ん
ど
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
国
民

の
前
に
提
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
行
の
社
会
保
障
の
何
が
問
題
な
の
か
、
社
会
保
険
庁
の
改
革
の
方

向
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
地
方
分
権
の
た
め
の
三
位
一
体
改
革
は
な
ぜ

必
要
な
の
か
等
々
、
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
そ

の
論
点
が
手
に
と
る
よ
う
に
わ
か
る
。
こ
れ
ま
で
の
予
算
編
成
過
程
が

い
わ
ば
密
室
の
な
か
で
の
議
論
で
あ
っ
た
こ
と
に
比
べ
、
コ
ペ
ル
ニ
ク

ス
的
な
大
転
換
が
行
わ
れ
た
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

当
初
、
各
府
省
は
こ
の
新
し
い
政
策
決
定
過
程
に
な
じ
む
こ
と
が
な

か
な
か
で
き
な
か
っ
た
。
予
算
編
成
過
程
の
主
導
権
を
取
り
続
け
て
き

た
財
務
省
主
計
局
か
ら
す
れ
ば
、
権
限
縮
小
の
危
機
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
政
府
税
調
以
外
の
場
で
税
制
改
革
の
議
論
が
行
わ

れ
る
こ
と
は
、
主
税
局
に
と
っ
て
想
像
を
絶
す
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た

か
。
厚
生
労
働
省
年
金
局
に
し
て
も
、
主
計
局
厚
生
労
働
係
以
外
に
、

年
金
改
正
に
注
文
を
つ
け
る
組
織
が
現
れ
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
論
点
が
整
理
さ
れ
、
議
論
が
オ

ー
プ
ン
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
合
理
的
な
政
策
は
国
民
に
支
持
さ
れ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
今
で
は
、
財
務
省
の
主
計
、
主
税
の
両
局
は

諮
問
会
議
と
う
ま
く
棲
み
分
け
て
お
り
、
与
党
と
の
連
携
に
よ
る
諮
問

会
議
へ
の
牽
制
は
行
い
つ
つ
も
、
財
政
再
建
と
い
う
共
通
の
目
標
に
関

し
て
共
闘
関
係
を
結
ん
で
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

総
務
、
財
務
、
経
産
以
外
の
諮
問
会
議
の
議
員
を
出
し
て
い
な
い
各

府
省
は
、
与
党
の
各
部
会
と
の
連
携
に
よ
っ
て
諮
問
会
議
に
対
抗
す
る

と
い
う
姿
勢
が
基
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
政
策
に
自
信
が
あ
れ
ば
、
民

間
議
員
ペ
ー
パ
ー
に
対
し
て
正
面
か
ら
反
論
す
れ
ば
よ
い
わ
け
だ
し
、

慌
て
る
こ
と
は
な
い
と
の
認
識
は
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

縦
割
り
行
政
の
桎
梏
を
破
る

霞
が
関
の
「
縦
割
り
行
政
」
と
の
戦
い
も
、
諮
問
会
議
の
重
要
な
役

割
で
あ
る
。
相
当
手
強
い
相
手
で
も
あ
り
、
な
か
な
か
壁
を
崩
し
き
れ

変
わ
り
つ
つ
あ
る

霞
が
関
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

諮
問
会
議
を
軸
と
し
た
政
策
サ
イ
ク
ル
は
、す
っ
か
り
定
着
し
た
。

地
道
な
努
力
が
実
を
結
ぶ
事
例
も
出
始
め
た
。過
去
の
成
功
体
験
に
縛
ら
れ
た

「
官
」の
既
得
権
益
意
識
は
消
え
て
は
い
な
い
が
、若
い
世
代
を
中
心
に
、「
官
」の
世
界
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

岸
本
周
平
国
際
大
学
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
客
員
教
授

経
済
財
政
諮
問
会
議
５
年
目
の
通
信
簿

きしもと しゅうへい １９５６年、和
歌山県生まれ。８０年、東京大学法学
部卒業後、大蔵省入省。官邸、主税局、
主計局勤務等を経てプリンストン大
学客員講師、経産省文化情報関連産
業課長等を歴任。２００４年、財務省国
庫課長を最後に退官し、トヨタ自動車
に入社。現在、内閣府政策参与を兼務。
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な
い
場
合
も
あ
る
が
、
医
療
制
度
改
革
、
年
金
改
革
、
道
路
公
団
改
革
、

郵
政
民
営
化
な
ど
は
、
諮
問
会
議
で
の
議
論
を
き
っ
か
け
に
事
態
が
動

き
出
し
た
こ
と
も
確
か
だ
。
改
革
が
中
途
半
端
に
終
わ
っ
た
と
の
批
判

は
あ
る
が
、
一
歩
で
も
前
に
進
ん
だ
こ
と
を
評
価
す
る
見
方
も
あ
り
、

評
価
は
歴
史
に
委
ね
る
し
か
な
い
。

ミ
ク
ロ
の
行
政
の
世
界
で
も
、
諮
問
会
議
を
使
っ
た
地
道
な
改
革
努

力
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
改
革
工
程
表
」
を
使
っ
た
成
功
事
例
を
一
つ
紹

介
し
よ
う
。

政
府
に
よ
る
情
報
シ
ス
テ
ム
調
達
の
失
敗
は
、
社
会
保
険
庁
の
レ
ガ

シ
ー
シ
ス
テ
ム
で
有
名
に
な
っ
た
が
、
こ
の
問
題
は
経
産
省
が
数
年
前

か
ら
指
摘
し
て
い
た
。
００
年
に
な
っ
て
、
電
子
政
府
関
連
の
情
報
シ
ス

テ
ム
調
達
が
急
増
す
る
と
、
極
端
な
安
値
落
札
案
件
が
頻
発
し
、
翌
年

１
月
に
は
公
正
取
引
委
員
会
が
注
意
例
示
や
警
告
を
行
っ
た
。
し
か
し
、

単
年
度
予
算
主
義
の
弊
害
で
、
数
年
か
か
る
シ
ス
テ
ム
開
発
の
初
年
度

を
安
値
で
落
札
し
、
２
年
目
以
降
は
随
意
契
約
で
高
額
の
請
求
を
す
る

と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
定
着
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
富
士
通
、
日
立
、
Ｎ

Ｅ
Ｃ
の
４
大
Ｉ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
で
、
政
府
調
達
の
６
割
を
占
め
る
と
い
う

寡
占
市
場
に
陥
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
も
、
他
の
府
省
は
聞
く
耳
を
持
た
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
調

達
は
各
府
省
の
権
限
で
あ
り
、
現
状
を
変
え
る
こ
と
に
常
に
慎
重
に
な

る
官
僚
の
保
守
性
に
加
え
、「
専
門
性
が
な
い
」
と
経
産
省
か
ら
批
判
さ

れ
た
こ
と
へ
の
反
発
も
あ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
こ
で
、
経
産
省
は
諮
問
会

議
と
の
「
共
闘
」
作
戦
に
出
た
。

０１
年
９
月
の
「
改
革
工
程
表
」
に
、
０２
年
度
中
に
「
情
報
シ
ス
テ
ム

に
係
る
政
府
調
達
制
度
の
見
直
し
（
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
プ
ロ
セ
ス
改

善
・
評
価
指
標
の
導
入
）
を
図
る
」
と
の
一
文
が
盛
り
込
ま
れ
る
。「
改

革
工
程
表
」
に
入
っ
た
以
上
、
他
の
府
省
も
無
視
は
で
き
な
い
。
こ
の

一
文
を
受
け
て
、
同
年
１２
月
に
総
務
省
、
経
産
省
、
財
務
省
が
事
務
局

と
な
り
、「
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
政
府
調
達
府
省
連
絡
会
議
」
を
設
置
。

０３
年
３
月
に
は
評
価
方
式
の
見
直
し
、
入
札
参
加
制
度
の
見
直
し
、
調

達
管
理
の
適
正
化
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
を
行
い
、
そ
の
後
も
毎
年
、

各
項
目
の
詳
細
を
詰
め
て
、
今
年
３
月
に
は
申
し
合
わ
せ
項
目
の
詳
細

を
最
終
決
定
し
た
。
こ
の
間
、
各
府
省
に
は
Ｃ
Ｉ
Ｏ
（
チ
ー
フ
・
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー＝

情
報
化
統
括
責
任
者
）
が
置
か
れ
、

民
間
か
ら
の
外
部
人
材
に
よ
る
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
制
度
も
確
立
し
た
。
こ

れ
で
、
制
度
面
で
の
手
当
て
は
ほ
ぼ
整
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
執
行
現
場
の
意
識
改
革
に
は
時
間
が
か
か
る
。
成
果
が

出
る
の
は
こ
れ
か
ら
の
こ
と
だ
が
、
た
と
え
ば
会
計
検
査
院
の
基
幹
シ

ス
テ
ム
の
運
用
委
託
費
が
、
２
億
４
３
０
０
万
円
（
０３
年
度
）
か
ら

７
３
０
万
円
（
０５
年
度
）
へ
と
３０
分
の
１
に
な
る
な
ど
、
霞
が
関
の
常

識
が
打
ち
破
ら
れ
る
事
例
も
出
始
め
て
い
る
。

各
府
省
に
潜
在
す
る
改
革
派
官
僚
に
と
っ
て
、
諮
問
会
議
は
「
敵
」

で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
既
得
権
益
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
戦
い
の
狼
煙
を

上
げ
る
格
好
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

諮
問
会
議
の
果
た
し
た
も
う
一
つ
の
成
功
事
例
が
、「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
」
を
霞
が
関
に
定
着
さ
せ
た
こ
と
だ
。

民
間
企
業
で
は
当
た
り
前
の
、P

lan

（
成
果
目
標
）
↓D

o

（
実
施
・

執
行
）
↓C

h
eck

（
厳
格
な
評
価
）
↓A

ction

（
行
動
へ
の
反
映
）
の
サ

イ
ク
ル
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
霞
が
関
はP

lan

とD
o

の
み
で
、C

h
eck

やA
ction

と
は
無
縁
だ
っ
た
。
も
と
も
と
官
僚
無
謬
論
が
根
強
く
、
お

よ
そ
「
評
価
」
と
い
う
意
識
が
欠
落
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

霞
が
関
に
生
じ
て
い
る
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ

０５
年
４
月
、
民
間
４
議
員
が
発
表
し
た
「『
基
本
方
針
２
０
０
４
』
の

総
点
検
結
果
」
は
、
骨
太
２
０
０
４
の
主
な
項
目
に
対
し
て
、「
十
分
な

取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
」
か
ら
「
取
り
組
み
が
全
く
行
わ
れ
て
い
な
い
」

ま
で
、
５
段
階
評
価
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

特
に
デ
キ
の
悪
か
っ
た
の
は
、
公
務
員
制
度
改
革
や
幹
部
の
官
民
交

流
で
、「
具
体
的
工
程
の
メ
ド
た
た
ず
」
と
酷
評
さ
れ
た
。
ま
た
、「
高
齢

者
医
療
費
の
伸
び
の
適
正
化
方
策
や
公
的
保
険
給
付
の
内
容
及
び
範
囲

の
見
直
し
」「
高
齢
関
係
給
付
の
比
重
が
高
い
現
在
の
社
会
保
障
制
度
の

姿
の
見
直
し
」
に
よ
る
少
子
化
対
策
の
充
実
も
、
最
低
の
ラ
ン
ク
の
「
×
」

が
つ
い
た
。

各
府
省
は
諮
問
会
議
に
よ
るC

h
eck

を
受
け
、A

ction

を
と
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
重
要
な
も
の
は
、
翌
年
の
「
骨
太
」（
今
年
で
あ
れ
ば

「
基
本
方
針
２
０
０
５
」）
に
盛
り
込
ま
れ
、
再
び
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

の
対
象
に
な
る
の
で
あ
る
。
改
革
が
成
就
す
る
ま
で
執
拗
に
追
い
か
け

て
い
く
こ
の
手
法
は
、
民
間
企
業
が
生
産
性
を
高
め
て
い
く
上
で
必
須

の
ツ
ー
ル
だ
。

た
だ
し
、
取
り
組
み
が
進
ま
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
霞
が

関
の
抵
抗
が
強
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

諮
問
会
議
の
議
事
録
を
丹
念
に
読
む
と
、
公
務
員
制
度
改
革
や
幹
部

の
官
民
交
流
な
ど
、
組
織
防
衛
や
官
僚
の
身
分
保
障
に
関
す
る
論
点
に

つ
い
て
は
、
霞
が
関
側
の
反
論
に
熱
が
こ
も
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、

高
齢
者
医
療
費
な
ど
の
適
正
化
に
は
、
日
本
医
師
会
な
ど
の
既
得
権
益

を
守
ろ
う
と
す
る
圧
力
団
体
の
影
が
透
け
て
見
え
る
。
い
わ
ゆ
る
政
・

官
・
業
（
圧
力
団
体
）
の
「
鉄
の
三
角
形
」
は
ま
だ
、
消
え
て
は
い
な

い
。先

述
し
た
よ
う
に
、
霞
が
関
の
中
に
改
革
派
が
い
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
２０
年
以
上
、
霞
が
関
に
在
籍
し
て
き
た
筆
者
の
目
に
は
、
構
造
改

革
に
対
す
る
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
す
る
よ
う
に
映
る
。

一
般
的
に
審
議
官
・
局
長
以
上
の
幹
部
は
「
そ
う
は
言
っ
て
も
自
分

の
代
で
省
利
省
益
が
侵
さ
れ
る
の
は
困
る
し
、
組
織
や
権
限
が
縮
小
す

る
の
は
嫌
だ
」
と
の
傾
向
に
陥
り
や
す
い
。
む
ろ
ん
、
局
長
ク
ラ
ス
で

も
一
途
な
改
革
派
は
い
る
し
、
３０
代
の
課
長
補
佐
で
も
ビ
ッ
ク
リ
す
る

よ
う
な
保
守
派
も
い
る
か
ら
、
一
般
論
は
危
険
で
あ
る
。

話
が
単
純
で
な
い
の
は
、
保
守
派
の
幹
部
が
必
ず
し
も
私
利
私
欲
で

自
己
保
身
に
走
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
も
天
下

国
家
を
考
え
て
は
い
る
の
だ
が
、
根
回
し
に
依
存
す
る
「
鉄
の
三
角
形
」

時
代
の
過
去
の
成
功
体
験
に
捕
ら
わ
れ
、
情
報
公
開
を
基
本
と
し
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
依
拠
す
る
行
政
手
法
の
変
化
に
つ
い
て
来
ら
れ
な
い

82

変わりつつある霞が関のＤＮＡ

83 論座 ２００５．８



場
合
が
多
い
の
だ
。
第
一
線
の
新
聞
記
者
と
デ
ス
ク
の
関
係
に
も
あ
る

よ
う
な
、
現
場
感
覚
と
の
齟
齬
が
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
行
政
の
透

明
性
に
対
す
る
感
性
の
違
い
な
ど
だ
。

そ
の
結
果
、
諮
問
会
議
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
改
革
派
の
若
手
官
僚

が
、
幹
部
の
支
持
を
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
起
き
る
。
幾
度
か
の
衝
突

や
挫
折
を
経
て
、
自
分
の
府
省
で
は
も
は
や
改
革
が
で
き
な
い
と
思
っ

た
改
革
派
は
、
さ
っ
さ
と
退
官
す
る
。
毎
年
、
大
勢
の
若
手
キ
ャ
リ
ア

官
僚
が
早
期
に
退
官
す
る
背
景
の
一
つ
は
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。

官
か
ら
民
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

日
本
経
済
が
停
滞
し
て
い
た
９０
年
代
は
、「
失
わ
れ
た
１０
年
」
と
呼
ば

れ
、
暗
い
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
市
民
の
価
値
観
や

社
会
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
は
、
積
極
的
に
評
価
す

べ
き
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
戦
後
の
開
発
主
義
経
済
体
制
下
に
は
成
功
し
た
政
府
主

導
の
経
済
運
営
が
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
、
日
本
政
府
や
そ
の
官
僚
組
織

の
無
謬
性
神
話
が
崩
壊
し
た
。
平
た
く
言
え
ば
、「
お
上
」
の
言
う
通
り

に
し
て
い
れ
ば
、
間
違
い
は
な
い
と
い
う
市
民
の
意
識
が
不
可
逆
的
に

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
起
き
る
前
に
は
、
公
の
仕
事
を
官
が
行
い
、

私
的
な
営
み
は
民
が
行
う
と
い
う
こ
と
が
日
本
の
常
識
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、「
公
と
私
」
と
い
う
概
念
は
分
野
の
別
で
あ
り
、「
官
と
民
」
は
運

営
主
体
の
別
を
示
す
概
念
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
公
の
分
野
は
官
に
任
せ
て
い
た
が
、
官
の
非
効
率
性
や

モ
ラ
ル
低
下
が
顕
在
化
す
る
に
つ
れ
、
公
の
仕
事
で
あ
っ
て
も
民
で
行

っ
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
こ
と
が
「
小
さ
な
政
府
」
の
実

現
に
も
資
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

特
に
、
事
業
的
な
も
の
は
民
間
企
業
に
委
託
し
た
方
が
効
率
的
な
場

合
が
多
い
。
地
方
自
治
経
営
学
会
の
調
査
に
よ
る
と
、
公
立
直
営
を
１
０
０

と
し
た
場
合
、
民
間
の
コ
ス
ト
は
学
校
給
食
で
４７
％
、
保
育
所
２７
％
、

守
衛
５４
％
、
可
燃
ゴ
ミ
収
集
４５
％
と
、
軒
並
み
半
分
以
下
で
あ
る
。

こ
う
し
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
民
間
に
開
放
す
る
手
法
と
し
て
、「
市
場

化
テ
ス
ト
」
の
導
入
が
今
年
の
「
骨
太
２
０
０
５
」
の
目
玉
の
ひ
と
つ

に
な
っ
た
。「
市
場
化
テ
ス
ト
」
で
は
概
念
が
分
か
り
に
く
い
の
で
、「
骨

太
」
で
は
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
効
率
化
」
と
言
い
換
え
ら
れ
た
が
、
こ
れ

は
「
官
民
競
争
入
札
」
に
よ
る
官
業
改
革
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
官
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
、
民
間
か
ら
提
案
の
あ
る

事
業
に
関
し
て
、
官
と
民
の
間
で
競
争
入
札
を
し
、
そ
の
結
果
を
質
と

価
格
で
評
価
す
る
。
官
が
落
札
し
た
場
合
に
は
官
業
の
効
率
化
が
可
能

に
な
り
、
民
が
落
札
し
た
場
合
に
は
民
需
の
創
出
が
可
能
に
な
る
。
ど

ち
ら
が
落
札
し
て
も
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
自
体
は
効
率
化
さ
れ
る
。

米
国
で
は
飛
行
場
運
営
、
上
下
水
道
管
理
、
刑
務
所
や
公
共
施
設
管

理
等
に
、
英
国
で
も
公
共
施
設
管
理
の
他
、
道
路
維
持
管
理
、
清
掃
廃

棄
物
収
集
処
理
等
に
、
豪
州
で
は
旅
券
申
請
の
受
領
・
手
数
料
徴
収
、

失
業
者
就
労
支
援
業
務
に
ま
で
市
場
化
テ
ス
ト
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、「
市
場
化
テ
ス
ト
」
は
単
に
官
業
の
民
間
開
放
を
進
め
る
た

め
だ
け
の
手
段
で
は
な
い
。
政
府
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
分
野
の
正
当

性
を
証
明
し
、
そ
れ
を
最
小
の
コ
ス
ト
で
担
っ
て
い
る
こ
と
を
国
民
に

明
確
に
説
明
す
る
仕
組
み
で
も
あ
る
。
実
際
、「
市
場
化
テ
ス
ト
」
の
実

施
で
有
名
に
な
っ
た
米
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
市
で
は
、
市
道
の
維

持
補
修
や
車
両
保
守
・
維
持
、
建
物
管
理
な
ど
は
職
員
数
や
コ
ス
ト
の

削
減
を
行
っ
た
市
の
担
当
部
局
が
落
札
し
て
い
る
。

日
本
で
も
規
制
改
革
・
民
間
開
放
推
進
会
議
の
答
申
に
沿
っ
て
、
０５

年
度
か
ら
市
場
化
テ
ス
ト
モ
デ
ル
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

実
際
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
周
辺
事
業
を
競
争
入
札
し
た
結
果
、
厚
生

労
働
省
が
０３
年
度
に
２
億
８
６
０
０
万
円
で
行
っ
た
事
業
を
、
民
間
業

者
４
社
が
３
分
の
２
の
１
億
９
１
０
０
万
円
で
落
札
し
、
９
５
０
０
万

円
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
に
巨
額
の
費
用
を
節
約
で
き
る
市
場
化
テ
ス
ト
を
本
格
的

に
導
入
す
る
た
め
、「
骨
太
２
０
０
５
」
に
０５
年
度
中
に
「
公
共
サ
ー
ビ

ス
効
率
化
法
（
市
場
化
テ
ス
ト
法
）
案
」（
仮
称
）
を
国
会
に
提
出
す
る

べ
く
、
速
や
か
に
準
備
す
る
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

「
政
策
競
争
」の
市
場
拡
大
を

諮
問
会
議
が
政
策
決
定
過
程
を
オ
ー
プ
ン
に
し
た
こ
と
は
、
小
泉
政

権
が
構
造
改
革
を
進
め
る
際
の
「
武
器
」
に
な
っ
た
。
だ
が
設
置
法
上
、

諮
問
会
議
に
は
本
来
、
調
査
審
議
の
権
能
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

も
し
、「
構
造
改
革
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
」
と
批
判
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

設
置
法
を
改
正
し
、「
諮
問
会
議
」
か
ら
「
決
定
機
関
」
に
権
能
を
変
更

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

小
泉
政
権
後
も
、
構
造
改
革
路
線
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
優
秀
な
人
材
を
諮
問
会
議
事
務
局
の
み
な
ら
ず
、
霞
が
関

全
体
に
集
中
し
て
、
政
策
立
案
機
能
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
形
で
政
策
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
設
立
さ
れ
、

政
府
提
案
に
対
す
る
レ
ベ
ル
の
高
い
代
替
案
が
い
つ
で
も
用
意
さ
れ
、

政
策
に
関
す
る
競
争
市
場
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
霞
が
関
が
情
報
を
独
占
し
て
い
た
「
発
展
途
上
国
」
の
時
代

は
と
も
か
く
、
現
在
の
よ
う
に
人
材
面
で
も
情
報
面
で
も
民
間
の
方
が

霞
が
関
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
い
る
日
本
で
は
、
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
の
経

験
や
大
学
で
の
高
度
な
研
究
実
績
の
あ
る
人
材
を
、
官
僚
と
し
て
積
極

的
に
採
用
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

米
国
型
の
猟
官
制
度
に
は
長
所
も
短
所
も
あ
る
が
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の

専
門
性
に
着
目
し
た
公
募
型
の
民
間
任
用
は
、
早
急
に
実
施
す
る
に
値

す
る
。
逆
に
、
行
政
経
験
が
あ
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
務
能
力
や
政

策
立
案
能
力
の
高
い
元
官
僚
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務
局
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク

の
研
究
者
と
し
て
活
躍
で
き
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
急
務
だ
。

民
か
ら
官
へ
、
官
か
ら
民
へ
、
人
材
が
自
由
に
移
動
で
き
る
流
動
性

を
一
日
も
早
く
実
現
す
べ
き
で
あ
る
。
�

（
本
稿
は
筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ
り
、
所
属
組
織
の
意
見
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な

い
）

84

変わりつつある霞が関のＤＮＡ

85 論座 ２００５．８


